
JP 2018-517879 A5 2019.7.4

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】令和1年7月4日(2019.7.4)

【公表番号】特表2018-517879(P2018-517879A)
【公表日】平成30年7月5日(2018.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2018-025
【出願番号】特願2017-565261(P2017-565261)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｋ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｋ    7/12     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弁座とともに用いるための弁筐体であって、
　弁筐体本体と、
　前記弁筐体本体と一体の弁ダイヤフラムとを備え、前記弁ダイヤフラムは、第１の表面
と、前記第１の表面に対向する第２の表面とを有し、前記第１の表面および前記第２の表
面の一方は、凹形状を有する塑性変形された同心歪み硬化領域を有し、さらに
　前記弁ダイヤフラムに装着される制御要素を備え、前記制御要素は、前記弁ダイヤフラ
ムの前記第１の表面からオフセットされる制御面を有し、前記制御面は前記弁座を選択的
に係合するように構成され、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁座に向けて、または前記弁座から離れ
るように前記制御面を付勢する、弁筐体。
【請求項２】
　前記弁ダイヤフラムの厚みは、前記弁ダイヤフラムの前記歪み硬化領域において５％か
ら２０％だけ低減される、請求項１に記載の弁筐体。
【請求項３】
　弁座とともに用いるための弁筐体であって、
　弁筐体本体と、
　弁ダイヤフラムの外周において前記弁筐体本体に封止係合する弁ダイヤフラムとを備え
、前記弁ダイヤフラムは、第１の表面と、前記第１の表面に対向する第２の表面とを有し
、前記第１の表面および前記第２の表面の一方は、凹形状を有する塑性変形された同心歪
み硬化領域を有し、さらに
　前記弁ダイヤフラムに装着される制御要素を備え、前記制御要素は、前記弁ダイヤフラ
ムの前記第１の表面からオフセットされる制御面を有し、前記制御面は前記弁座を選択的
に係合するように構成され、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁座に向けて、または前記弁座から離れ
るように前記制御面を付勢し、
　前記弁ダイヤフラムの前記塑性変形された同心歪み硬化領域における前記弁ダイヤフラ
ムの厚みは、歪み硬化の間に５％から２０％だけ低減される、弁筐体。
【請求項４】
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　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの５０
％から２００％の間の径方向幅を有する、請求項１または３に記載の弁筐体。
【請求項５】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は前記弁ダイヤフラムの同心領域を含み、前記弁
ダイヤフラムの同心領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの約１００％の径方向
幅にわたって前記弁ダイヤフラムの前記隣接領域の前記厚みの約１０％の厚み低減によっ
て塑性変形される、請求項１または３に記載の弁筐体。
【請求項６】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの内周と前記弁ダイヤフ
ラムの外周との間の距離の１／３から２／３の間にある、請求項５に記載の弁筐体。
【請求項７】
　前記制御要素は、前記弁ダイヤフラムの前記内周において前記弁ダイヤフラムに装着さ
れ、前記制御要素は制御軸を有する、請求項６に記載の弁筐体。
【請求項８】
　前記制御要素、前記弁ダイヤフラム、および前記弁筐体本体は、単一片の材料から機械
加工される、請求項７に記載の弁筐体。
【請求項９】
　前記弁ダイヤフラムは耐食金属合金を備える、請求項１または３に記載の弁筐体。
【請求項１０】
　前記弁ダイヤフラムおよび前記弁筐体本体は、単一片の材料から機械加工される、請求
項１に記載の弁筐体。
【請求項１１】
　制御弁であって、
　流体入口オリフィスで終端する流体入口導管と、流体出口オリフィスで開始する流体出
口導管とを有する弁本体と、
　前記流体入口オリフィスおよび前記流体出口オリフィスのうち１つに規定される座部と
、
　前記弁本体に固着される弁筐体本体と、
　前記弁筐体本体と一体の弁ダイヤフラムとを備え、前記弁ダイヤフラムは、第１の表面
と前記第１の表面に対向する第２の表面とを有し、前記第１の表面および前記第２の表面
の一方は、凹形状を有する塑性変形された同心歪み硬化領域を有し、さらに
　前記弁ダイヤフラムに装着される制御要素を備え、前記制御要素は前記弁ダイヤフラム
の前記第１の表面からオフセットされる制御面を有し、前記制御面は前記座部を選択的に
係合するように構成され、前記弁本体、前記弁筐体本体、および前記弁ダイヤフラムは協
働して弁チャンバを規定し、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記座部との封止係合に向けて、または前記
座部との封止係合から離れるように前記制御要素の前記制御面を付勢する、制御弁。
【請求項１２】
　制御弁であって、
　流体入口オリフィスで終端する流体入口導管と、流体出口オリフィスで開始する流体出
口導管とを有する弁本体と、
　前記流体入口オリフィスおよび前記流体出口オリフィスのうち１つに規定される座部と
、
　前記弁本体に固着される弁筐体本体と、
　弁ダイヤフラムの外周において前記弁筐体本体に封止係合する弁ダイヤフラムとを備え
、前記弁ダイヤフラムは、第１の表面と前記第１の表面に対向する第２の表面とを有し、
前記第１の表面および前記第２の表面の一方は、凹形状を有する塑性変形された同心歪み
硬化領域を有し、さらに
　前記弁ダイヤフラムに装着される制御要素を備え、前記制御要素は前記弁ダイヤフラム
の前記第１の表面からオフセットされる制御面を有し、前記制御面は前記座部を選択的に
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係合するように構成され、前記弁本体、前記弁筐体本体、および前記弁ダイヤフラムは協
働して弁チャンバを規定し、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記座部との封止係合に向けて、または前記
座部との封止係合から離れるように前記制御要素の前記制御面を付勢し、前記弁ダイヤフ
ラムの前記塑性変形された同心歪み硬化領域における前記弁ダイヤフラムの厚みは、歪み
硬化の間に５％から２０％だけ低減される、制御弁。
【請求項１３】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は前記弁ダイヤフラムの同心領域を含み、前記弁
ダイヤフラムの同心領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの約１００％の径方向
幅にわたって前記弁ダイヤフラムの前記隣接領域の前記厚みの約１０％の厚み低減によっ
て塑性変形される、請求項１１または１２に記載の制御弁。
【請求項１４】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの内周と前記弁ダイヤフ
ラムの外周との間の距離の１／３から２／３の間にある、請求項１１または１２に記載の
制御弁。
【請求項１５】
　前記弁ダイヤフラムの前記第２の表面から離れるように延在する制御軸をさらに備え、
　前記制御弁は常時開制御弁であり、前記凹形状を有する前記塑性変形された同心歪み硬
化領域は、前記弁ダイヤフラムの前記第１の表面に形成される、請求項１４に記載の制御
弁。
【請求項１６】
　前記弁ダイヤフラムの前記第２の表面から離れるように延在する制御軸をさらに備え、
　前記制御弁は常時閉制御弁であり、前記凹形状を有する前記塑性変形された同心歪み硬
化領域は、前記弁ダイヤフラムの前記第２の表面に形成される、請求項１４に記載の制御
弁。
【請求項１７】
　前記弁ダイヤフラムの厚みは、前記弁ダイヤフラムの前記塑性変形された同心歪み硬化
領域において５％から２０％だけ低減され、前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前
記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの５０％から２００％の間の径方向幅を有する、請求
項１１に記載の制御弁。
【請求項１８】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの５０
％から２００％の間の径方向幅を有する、請求項１２に記載の制御弁。
【請求項１９】
　前記弁ダイヤフラムおよび前記弁筐体本体は、溶接によって互いに装着される異なる片
の材料から形成される、請求項１２に記載の制御弁。
【請求項２０】
　弁ダイヤフラムであって、
　第１の表面と、前記第１の表面に対向する第２の表面とを備え、前記第１の表面は、凹
形状を有する塑性変形された同心歪み硬化領域を有し、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの内周と前記弁ダイヤフ
ラムの外周との間の距離の１／３から２／３の間にあり、
　前記弁ダイヤフラムの前記塑性変形された同心歪み硬化領域における前記弁ダイヤフラ
ムの厚みは、歪み硬化の間に５％から２０％だけ低減される、弁ダイヤフラム。
【請求項２１】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの５０
％から２００％の間の径方向幅を有する、請求項２０に記載の弁ダイヤフラム。
【請求項２２】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は前記弁ダイヤフラムの同心領域を含み、前記弁
ダイヤフラムの同心領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの約１００％の径方向



(4) JP 2018-517879 A5 2019.7.4

幅にわたって前記弁ダイヤフラムの前記隣接領域の前記厚みの約１０％の厚み低減によっ
て塑性変形される、請求項２０に記載の弁ダイヤフラム。
【請求項２３】
　前記弁ダイヤフラムの前記内周において前記弁ダイヤフラムに装着される制御要素をさ
らに備え、
　前記制御要素は、前記弁ダイヤフラムの前記第１の表面および前記弁ダイヤフラムの前
記第２の表面の一方から離れるように延在する制御軸と、前記弁ダイヤフラムの前記第２
の表面および前記弁ダイヤフラムの前記第１の表面の他方からオフセットされる制御面と
を有し、
　前記制御面は弁座を選択的に係合するように構成される、請求項２０に記載の弁ダイヤ
フラム。
【請求項２４】
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は前記弁ダイヤフラムの同心領域を含み、前記弁
ダイヤフラムの同心領域は、前記弁ダイヤフラムの隣接領域の厚みの約１００％の径方向
幅にわたって前記弁ダイヤフラムの前記隣接領域の前記厚みの約１０％の厚み低減によっ
て塑性変形され、
　前記塑性変形された同心歪み硬化領域は、前記弁ダイヤフラムの内周と前記弁ダイヤフ
ラムの前記外周との間の距離の１／３から２／３の間にあり、
　前記制御要素は、前記弁ダイヤフラムの前記内周において前記弁ダイヤフラムに装着さ
れ、前記制御要素は制御軸を有し、
　前記弁ダイヤフラムおよび前記弁筐体本体は、溶接によって互いに装着される異なる片
の材料から形成される、請求項３に記載の弁筐体。
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